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A Study on the Students'Improvisation by the Keyboard in 
Nursery Teacher Training Course 
＊ 
原牧人
HARA Makito 
はじめに
本学の「こども発達学科」の学生の多くは、将来保育士や幼稚園教諭になることを目指して勉学
している。音楽関連科目において、 1年次は必修科目である「音楽碁礎」を履修し、その中で音楽
理論とピアノ実技を学んでいる。理論を学ぶ中で、正しく楽譜を理解できる能力を身につけ、実技
の練習を煎ねる中で、学生の技術に応じたピアノ作品や、様々なこども向けの曲が演奏できること
を目標としている。
私は今回、上記のカリキュラムに加えて、学生たちに即輿演奏が伴奏や曲作り、音楽活動を行う
上で、大変有益であることを掲示しようと考える。即興演奏とは、楽譜に頼らず、演奏者によって
自発的に即座に演奏される行為であるが、基礎的な知識と演奏能力に応じて、「表現」の領域を広げ、
より自由な音楽活動の展開につながる可能性を持っている。叫興演奏の方法を身につけることがで
きれば、必ず音楽の実践の場で役立つと考えられる。
そこで私は、即興演奏へのアプローチとして、演奏を伴う解説を行い、学生たちの即興演奏に対
する印象・認識・受け止め方を調在し、通常の授業で使用しているキーボードで、即興演奏に関す
るアンケートと考察を実施した。
1．研究の目的
大半の学生にとって未知の分野である即興演奏を、学生がどのようにとらえ、実際に演奏する中
で、リズム、メロデイ、ハーモニー、拍子をどのように感じ、演奏できたのかどうかを検証するこ
とをH的としている。
＊武蔵野大学教育学部
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2．研究の対象と方法
本研究は、私が担当する、こども発達学科 1年生の履修科目「音楽基礎」の受講生を対象として
いる。この科日は、「理論」と「ピアノ実技」で時間が2分割され、さらに「理論」の授業は、ピ
アノ初心者グループと、ピアノ経験者グループ（日安として、バイエルの中程度以上が弾ける学生）
に分けられている。私は、ピアノ経験者グループの「理論」の授業を担当しており、その授業の中
で即興演奏に関するアンケートを実施した。日時は、 12回目の授業Hの令和元年7月98に行った。
なお、それまでの「理論」の授業で、譜表、音名、音符と休符、リズムと拍子、音程、長音階と調、
楽語と記号の基本的な内容についての学習を終え、コードネームについて学び始めた頃に実施。
アンケートを始める前に、簡単な説明と即興演奏の模範演奏を提示した。
最初に、演奏が比較的容易な 5音音階による音楽（以下の①と②）から始めることにしたが、こ
れは学生たちに、日本の伝統音楽である雅楽や民謡、わらべ歌がどのような音階に基づいて作られ
ているかを理解させ、より関心を持たせる意図から選択した。続いて、ハ長調の音階による以下の
③と④を演奏。各項目の末尾には自分のイメージに近い具体的な曲名を表示した。
即興演奏の例
①雅楽風演奏（黒鍵盤のみを用いた 5音音階で、ゆっくりしたテンポで右手は箪築、左手は笙
のイメージ） 「越天楽」
②民謡風演奏（やや速いテンポで、リズムを明瞭に演奏。やはり黒鍵盤のみを使用） 「ソー
ラン節」
③子守歌風演奏（白鍵盤のみを使用し、ゆっくりしたテンポで右手は歌うように、左手はアル
ペジオで演奏） 「モーツァルトの子守歌」（フリース作曲）
④ワルツ風演奏 （やはり白鍵盤のみで、軽快な 3拍子のリズムで） 「川はよんでる」
このように演奏例を示した後に、アンケートを実施した。
アンケート実施日：令和元年7月9日 対象：こども発達学科 1年51名中 50名（欠席 1名）
アンケート内容は、以下にアンケート用紙を表示
表1：アンケート用紙
キーボードによる即輿演奏に関するアンケートと実践
〔1〕即興演奏に対する質問 （該当する番号に0をつけてください）
1. あなたは、即興演奏に典味がありますか？
①ある ②少しある ③ない
2.即典演奏に対して、難しいというイメージがありますか？
①ある ②少しある ③ない
〔2〕即興演奏の実施 (1と3は左手、 2は右手、 4と5は両手で演奏する）
1. リズム即興
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好きな音を数音選び、自由にリズム演奏をする。
4分の 2、又は 4分の4拍子で4小節程度にまとめてみる。
①できた ②一部できた ③できなかった
2. メロディ即興
気持ちのおもむくままに、又は指にまかせて、自由にメロディを表現する。
4分の 3、又は 8分の6拍子で4小節程度にまとめてみる。
①できた ②一部できた ③できなかった
3.ハーモニー即典
自由に三和音又は四和音を選んで、響きを感じながら和音進行を行う。
4小節程度のメロデイに、和音をつけるイメージで演奏してみる。
①できた ②一部できた ③できなかった
4. リズムとメロディ即興
①できた ②一部できた ③できなかった
5. メロディとハーモニー叩興
①できた ②一部できた ③できなかった
〔3〕即輿演奏後の感想
1.即興演奏に興味を持ちましたか？
①持った ②少し持った ③ 持たなかった
2.即興演奏に難しいイメージを持ちましたか？
①持った ②少し持った ③持たなかった
3.拍子の違いで、演奏の難しさは感じましたか？
①4分の 2や4分の 4拍子がやりやすい
②4分の 3や8分の 6拍子がやりやすい
③特に変わりはない
4.黒鍵と白鍵による即興演奏をやってみて、どちらが導入としてやりやすいと
感じましたか？
①黒鍵 ②白鍵 ③変わらない
5.上記以外で、即興演奏に関する感想を書いてください
3.アンケート調査の結果と考察について
ここでは、表1のアンケート〔2〕「且問輿演奏の実施」の項Hから、集計と分析を始める。〔 1〕の「即
輿演奏に対する質問」についての結果は、〔3〕の「即興演奏後の感想」の項目と比較検証するた
め後述する。
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[l]片手での即興演奏の結果
まず音楽の三要素である、リズム・メロデイ・ハーモニーの 3つの項目に分け、個々に即興演奏
を実施した。
なお演奏は、各項目とも黒鍵盤のみの使用と、白鍵盤のみの使用の2種類で、それぞれ行うように
指示した。これは5音音階による演奏と、ハ長調による演奏を比較することを意図したものである。
また実施前に、項目ごとに演奏例を示したので、その一例は譜例①～⑥で表示する。
譜例：①と②はリズム即興（左手）、③と④はメロディ即興（右手）、⑤と⑥はハーモニー即興（左手）
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表2：表 1の〔2〕即興演奏の実施の 1.2.3の集計
項目
リズム即興
メロディ即輿
ハーモニー即典
できた
74% 
70% 
66% 
一部できた
24% 
26% 
28% 
できなかった
2% 
4% 
6% 
全体として、 3分の 2以上の学生が「できた」として、「できなかった」のは数名だったのは、
課題として易しかったと思われる。また 1つずつ見ていくと、リズム即興は、「できた」という学
生が74%、続いてメロディ即興70%、ハーモニー即興は 66％という結果であった。
ハーモニーは他のものと違ってメロデイに色づけされるもので、好みもあるため、どの和音を使っ
たらよいのかわからない学生が多かったのではないかと推測される。
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[2] 両手での即興演奏の結果
表3：表1の〔2〕即興演奏の実施の4.5の集計
項目
リズムとメロディ即典
メロディとハーモニー即興
できた
38% 
36% 
一部できた
60% 
58% 
できなかった
2% 
6% 
両手になるとやはり難しくなるので、「一部できた」がそれぞれ半数をこえたのは、予想できる
ものであった。一方「できなかった」が、片手での派奏と変わらなかったのはやや予想外の結果であっ
た。両手での演奏の困難さは、さほど大きくなかったと思われる。
[3] 拍子の種類と演奏の難易度について
表4：表 1の〔3〕即興演奏後の感想の3の集計
1. 2/4 ・ 4/4拍子がやりやすい 2. 3/4 ・ 6/8拍子がやりやすい
64% 8% 
3.特に変わりはない
28% 
この項目は、やはり 2拍子系の方が、我々日本人には馴染みがあるので多くなると考えたが、「特
に変わりはない」が28％と割と多かったのは、日頃よりいろいろな音楽に触れている学生にとって、
様々な拍子に慣れているからと思われる。
[4]キーポードの黒鍵のみと、白鍵のみとによる即興演奏の導入としてのやりやすさについて
表5：表 1の〔3〕即興演奏後の4の集計
1.黒鍵がやりやすい
20% 
2. 白鍵がやりやすい
56% 
3.変わらない
24% 
もっと「黒鍵のみ」による即興の弾きやすさを感じて、数値が高くなる気がしたが、やはり「白
鍵のみ」の方がより弾き慣れていたり、＃や bがつかない方が易しいイメージを持っているからか
もしれない。しかし、「黒鍵のみ」がやりやすいとした学生が 20％いたのは、少ないと見るか、意
外と多いと考えるかは、判断が分かれる所でもある気がする。
[5]即興演奏に興味があるかについて／アンケートの課題を、実施前と実施後で比較
表6：表 1の〔 1〕即興演奏に対する質問の 1と、〔3〕即興演奏後の感想の 1の集計
課題実施前 1 1 ある 32% 1 2 少しある 54% | 3 ない 14% 
課題実施後 1. 持った 58% I 2. 少し持った 40% I 3. 持たなかった 2% 
課題実施後では、半数以上の学生が興味を示したことがわかる。また、「少し待った」を含めると、
ほとんど全員が何らかの興味を持った結果となり、即興演奏のアンケートを実施したことが有意義
であった。
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[6]即興演奏に対して、難しいというイメージがあるかについて／実施前と実施後で比較
表7：表 1の〔 1〕即興演奏に対する質問の2と、〔3〕即興演奏後の感想の2の集計
課題実施前
課題実施後
1. ある 80% 2. 少しある 18% 3. ない 2% 
1. 持った 40% 2. 少し持った 48% 3. 持たなかった 12% 
課題を実施する前は、難しいと感じた学生が 80％もいたが、実施後は 40％と半減したのが印象
的だった。多分身近なものとして、認識できた学生が多かったと思われる。おそらく両手は難しいが、
リズム即典・メロディ即興・ハーモニー即興に個別に分けることにより理解がされた結果であると
推測される。
[7]感想についての結果と考察
この項Hは、任意で書かせたので、 50名中 36名のみが記述していた。内容は、一言のみという
ものから、かなり詳しく書いてあるものまで様々であったが、以下に分類・集計した。
まず、「難しかった」と書いた学生が 9 人と最も多く、次に「楽しかった•おもしろかった」と
書いた学生が8人いたので、この 2つの感想については、具体的な理由と人数を明記することにす
る。なお、理由を複数書いた学生の複数回答も含む。（未回答もあり）
表8:「難しかった」と書いた9人の具体的理由とその人数
両手で弾くのが難しい 4人 和音が不協音になってしまう
同型反復になってしまう 2人 I 決まった拍子で弾くのが難しい
どうしたらいいメロデイになるか難しい 1人 すぐ知っている曲に似てしまう
2人
1人
1人
表9: 「楽しかった•おもしろかった」と書いた8人の具体的理由とその人数
自分が思うように弾けたから
メロディを作ってイメージをつけ、その後左手を加えたら、楽しくできた
表10：その他の感想や希望に関する内容と人数を集計
思ったより難しくなかった 4人 難しかったけど、楽しかった
即興演奏が弾けるようになりたい 2人 保育園や幼稚園で取り入れたい
黒鍵の音だけできれいなメロディが作れた 2人 知っている曲に寄りやすい
4人
1人
センスがあってスラスラ弾けたら楽しそう 2人 おもしろかったので、定期的にやってみたい
きれいな和音で弾けるようになりたい 1人 表現の大切さがわかった
思ったより簡単だったけど、実際に応用するのは難しそう
何となく弾いたのがきれいな曲になってうれしかった
自分で曲を作る経験をして初めて、作曲家がすごいと思った
メロディと和音がどういう組み合わせになるかわかれば、もっと楽しめる
ハ長調以外の、黒鍵を使ったいろいろな調をやってみたい
楽譜がない分、気楽に弾けた
2人
2人
2人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
まず、「難しかった」と「楽しかった・面白かった」がほぼ半々に分かれたのが輿味深かった。
鍵盤楽器の演奏にまだあまり慣れていない学生もいるので、両手で弾くことや指が思うように動か
ないことで、困難さを感じることもあったと思われる。一方、楽譜から解放され自由に弾ける楽し
さを感じた学生も見られた。 1人1人の感想には、うなずけるものが多く、ほとんどの学生がきち
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んと即興演奏と向き合ってくれたのがわかる内容であった。
まだ即輿演奏の入り口を見せただけなので、これを機会に正確だが型にはまった演奏だけではな
く、テンポや伴奏形などを柔軟にとらえ、こどもたちとの音楽活動を、より自在に変化させるおも
しろさも知ってほしい。
[8]アンケート全体の結果を振り返って
今回のテーマである即興演奏については、比較的多くの学生が好意的に受け入れたような印象を
持った。学生たちの即典演奏に取り組んでいる様子も、その多くが熱心にいろいろ試みながら演奏
している姿が観察できた。
もちろん、アンケートの内容や教貝が学生に行う説明や演奏については、改善の余地が多々ある
と思うが、これからも内容を精在して、より良い形で即典演奏を紹介し、精度の高いデータを入手
したいと思う。
また、興味を持った学生も多かったので、今後も個々の学生の能力に応じて、即興渡奏やアレン
ジ編曲に応用できる、知識や技術を授業内容に盛り込みたいと考えている。
4.おわりに
保育園や幼稚園の日常の保育において、「読み聞かせ」や「体操や身体を動かす時間」、「お昼寝
の時間」、「心を落ち着かせる時間」などが組み込まれており、音楽を用いることも少なくない。そ
の際、既成曲だけではなく、よりその場にふさわしい音楽になり得る、即興演奏を用いることがで
きれば、もっと音楽的に豊かになるのではないかと考えられる。例えば、 BGMとして音楽を使う
場合、知らない曲の方が、必要以上に音楽に気を取られないですむので、主たる目的が他にある場合、
音楽は目立ちすぎない方が良いことが多い。
もちろん、既成曲だけで充分だとする考え方もあるが、いろいろな即輿演奏をする中で、こども
たちの音楽の変化に対する反応の違いも、発見できるだろう。
私はかつて、重複障害を持つ生徒も多い盲学校の教貝や、ミュージックセラピーを学ぶ専門学校
の講師、自閉症の子どもにピアノを教えた経験がある。そこでは、自己表現やコミュニケーション
のツールとして、即典演奏が非常に重視されており、現在の私の考え方の土台になっている。
無論効果的に即興滅奏を用いることの難しさも予想できるが、高度のテクニックが必要なのでは
なく、自分なりに創意工夫してほしい。音楽活動の中での表現の幅は、必ず広がり豊かになると思う。
学生たちの中から、将来保育園や幼稚園で、即興演奏も取り入れた豊かな音楽活動が実践できる
保育士・教諭が現れることを祈って、締めくくりたい。
最後に、この論文をまとめるにあたっては、武蔵野大学専任教員の高橋一行先生、高牧恵里先生
に多くのアドヴァイスをいただきました。心より感謝いたします。
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